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○まちの好循環 

これまでの「こどもを核としたまちづくり」などの積極的な展開により、子育て世代を中心に

人口が増え、まちが活性化しています。それに伴い、税収が増え、市財政が好転し、更なる施

策の充実に繋がっています。 
 

○やさしい中核市 

今年度から中核市となり、その権限を最大限に活用しながら、市民に最も身近な基礎自治体と

して、市民視点での「誰にもやさしいまちづくり」を推進しています。 

 

 

●市制施行 100 周年 

来年度の市制施行 100 周年を市民みんなで祝賀し、ふるさと愛を育むとともに、まちの魅力を

広く発信することにより、未来に繋がるまちづくりの契機とします。 
 

●ＳＤＧｓ未来安心都市・明石の創造 

次の 100 年のまちづくりとして、持続可能な社会の実現に向けて、「こどもを核としたまちづ

くり」「誰にもやさしいまちづくり」を一層推進し、全世界が取り組む目標であるＳＤＧｓの理

念を反映した「いつまでも」「すべての人に」「やさしい」まちを創造していきます。 
 

 

 

基本的な考え方 

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石の創造 ～次なる 100 年のまちづくり～ 

 

 

教育環境の充実を含め、すべてのこどもをまち全体で支える施策

の更なる展開を図ります。 
 

★明石こどもセンター(児童相談所)の開設【新規】(Ｐ.14) 

★(仮称 )関西こども研修センター (あかし研修所 )の整備【新規】 (Ｐ .14)  

★保育所の給食費（副食費）の無料化【新規】(Ｐ.15) 

★待機児童の解消（1,200 人分の受入枠拡充）（Ｐ.15） 

◆認可外保育施設の質の確保(Ｐ.16) 

◆幼稚園等預かり保育の第２子以降無料化（Ｐ.16） 

◆妊娠期からの切れ目ないこども・子育て支援の強化（Ｐ.17） 

◆小中学校特別教室と幼稚園へのエアコンの設置（Ｐ.17） 

 

 

 

元気で意欲のある高齢者が活躍し、支援が必要になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる環境を整えます。 
 

 

 

誰もが社会参加できる環境整備に取り組み、支援が必要な時に必

要な支援が受けられるセーフティネットの充実を図ります。 

◆ユニバーサルデザインのまちづくり（Ｐ.23） 

・明石駅前への（仮称）ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑｾﾝﾀｰの整備 など 

◆総合福祉センター新館の開設【新規】（Ｐ.23） 

  ・「やさしいまち」や「共生社会ﾎｽﾄﾀｳﾝ」の発信拠点の整備 

◆更生支援の推進（Ｐ.24） 

・高齢者や障害者等の再犯防止に関する取り組み 

◆（仮称）あかしインクルーシブ条例の制定に向けた取り組み等 

・共生社会実現に向けたまちづくりの指針 【新規】（Ｐ.24） 

 

 

 

まちの更なる賑わいを創出し、市内外へまちの魅力やたからもの

を発信するとともに、ふるさと愛を育む取り組みを推進します。 
 

★市制施行 100周年記念事業の推進（Ｐ.12） 

・B-1 グランプリ全国大会、あかし伝統夢まつり、 

市制施行 100 周年記念式典 など 

◆シティセールスの取り組み（Ｐ.12） 

・ふるさと納税 

・移住定住促進施策の拡充 

◆産業振興の取り組み【新規】（Ｐ.13） 

・商店街の市制 100 周年記念イベントへの助成 など 

 

 

市民の安全・安心で快適な暮らしを支える都市空間づくりを推進

します。 
 

◆ホームドア設置の促進（Ｐ.８） 

・JR 明石駅（3,4 番線）、西明石駅（5,6 番線） 

◆人にやさしい道づくり（Ｐ.８） 

  ・踏切安全対策（JR 南畑、JR 地西、山電東二見農協前）など  

◆市域の均衡ある発展（Ｐ.９～10） 

  ・西明石活性化プロジェクト、JT 跡地の開発（大久保）、 

（仮称）17 号池公園の整備（魚住）、 

二見人工島のサッカーグラウンドの整備促進 

高齢者施策の重点的展開 

主な取り組み 

こども総合支援の充実 共生社会に向けた取り組み 

まちの賑わいの創出と魅力の発信 ハートフルハード整備 

2019 年、市制施行 100 年という節目の年を迎え、次の 100 年へと新たなスタート

を切ります。「いつまでも」「すべての人に」「やさしい」まちの実現に向け、重点的な

取り組みを推進していきます。 

ＳＤＧｓ未来安心都市・明石 

いつまでも 
 

 持続可能な発展をめざし、  

まちの好循環の拡大を図 

るとともに、安全・安心で

快適な暮らしを支える 

都市基盤の整備に 

取り組みます。 

すべての人に 
 

こどもから高齢者まで、 

障害の有無や性別に関わ

らず、誰一人取り残される

ことがないまちづくりに

取り組みます。 

やさしい 
 

市民に寄り添う施策に 

先駆的・積極的に取り組み、

やさしい社会を明石から 

広げていきます。 

※SDGｓ（ｴｽ・ﾃﾞｨｰ・ｼﾞｰｽﾞ） 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標） 
 2015 年の国連サミットで採択された「世界を変えるための 17 の目標」 
 

 

 

 
 

◆認知症施策推進条例の制定に向けた取り組み【新規】（Ｐ.３） 

◆認知症早期支援の推進（Ｐ.４） 

◆地域総合支援センターの整備（Ｐ.４） 

◆みんな食堂の開設支援【新規】（Ｐ.４） 

◆みんなの給食プロジェクト（Ｐ.５） 

◆民生委員・児童委員活動の支援（Ｐ.５） 

◆高齢者暮らしの安心手帳の作成【新規】（Ｐ.５） 

◆高齢者運転免許自主返納の促進（Ｐ.６） 

◆高齢者の地域活動表彰【新規】（Ｐ.６） 

◆敬老事業の推進（Ｐ.６） 

◆高齢者の介護職就労支援【新規】（Ｐ.７） 

◆シルバー人材センターの運営支援（Ｐ.７） 

 

 

 
 

★高齢者たこバス無料化（Ｐ.３） 

・高齢者の外出支援として 70 歳以上の運賃無料化 

・たこバスの充実に向けた今後のあり方の検討 
 

★市制施行 100 周年記念 寿タクシー券（Ｐ.３） 

・現状 2,000 円分→4,000 円分に倍増 
 

★高年クラブ等の活動助成金の拡充（Ｐ.３） 

・高年クラブやシニア活動団体への助成金の増額 

・高年クラブへの加入促進 
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